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平成２７年度 第１回滝川市いじめ問題対策連絡協議会 議事概要 
                                              

日 時 平成２７年８月２８日（金）１６：００～１７：００ 

開催場所 滝川市役所 ５階 庁議室  

出席者 

委 員：石名坂健二委員、萩原康雄委員、齊藤秀希委員、藤岡富士夫委員 

岸下秀一委員、米澤敬子委員 

 欠席委員：齊籐雅治委員、舛井雄一委員 

会 長：山﨑教育長 

事務局：田中部長、小野指導参事、吉川課長、堤係長 

議 事 

 

１ 開  会       進行：堤係長 

 

２ 教育長挨拶      山﨑教育長 

 

３ 委員紹介       事務局より委員の紹介 

 

４ 議  題       進行：会長 

（１）報 告  

①滝川市いじめ問題対策連絡協議会の組織等の概要について 

②小・中学校のいじめ問題等の現状について 

①～②について、吉川課長より報告 

質疑応答等 

ⅰ委員） 

 ・不登校の要因を知りたい。また、それは中学校で不登校が増加している一端 

となっているのか。 

  事務局） 

  ・不登校の要因の内訳は、心因性、怠惰、友人関係、要因が複合したもの（複 

合要因）となっている。 

・中学校の不登校生徒は２８名であるが、うち１５名が平成２５年度以前から 

 不登校が続いており（注：議題の資料は平成２６年度のものである）、中に 

 は小学生時から不登校が続いている生徒もいる。このことから、不登校は長 

期化し、解消するのが難しい傾向がある。中学校における不登校の増加につ 

いては、長期化し、解消するのが難しい不登校に新たな不登校生徒が加わる 

ことで累積する結果と考える。 

 

ⅱ事務局） 



 ・家庭児童相談室に寄せられる相談の中で、相談の要因としてこの場で情報提 

供できるものがあれば伺いたい。 

委員） 

・家庭児童相談室では虐待を疑われる案件以外情報は入らないのが現状であ 

るが、不登校の裏に家庭児童相談室が動くべき案件が隠れている場合も懸念 

されるところである。今後一層教育委員会・学校と連携を図り、情報共有を 

していきたいと考える。 

 

ⅲ委員） 

 ・不登校児童生徒のうち、ケース会議が開催されたものはあるのか伺う。 

 委員） 

 ・昨年度 1件開催されている。家庭環境の不安から家庭児童相談室・岩見沢児 

童相談所が関わることが予想されたためである。 

 

（２）協 議 

 ①いじめ防止対策に関わる関係機関・団体の連携について 

 ・吉川課長から説明 

質疑応答等 

ⅰ会長） 

・札幌法務局滝川支局の人権活動について、活動を具体的に伺う。 

 委員） 

 ・中学生人権作文コンテストでは昨年度約５２３点の応募があり、札幌法務局 

  の管内支局では最も多かった。 

・人権 SOS ミニレターは全小中学生に配布し、中には何度もやりとりをしてい 

る例もある。滝川からは約１０通の送付があった。内容がいじめを示唆する 

ものであれば、学校に情報提供を行っている。 

・人権教室では、小中学校ではテーマとして命の大切さやいじめ防止について、

高校ではデート DVを取り上げている。 

 

 ⅱ会長） 

  ・滝川市 PTA 連合会の今年度の活動を伺う。 

  委員） 

  ・子どもたちのメディア環境の変化、ネットトラブルの増加に焦点を当て、ネ 

ット利用に関わる課題、大人の役割を考える研修会を予定している。研修会 

では大人同士が、研修会後は子どもと大人が話し合う場を作り、最終的には 

滝川市の基本のルール作りに発展させていきたいと考えている。 

 

 ⅲ会長） 

  ・町内会活動を通じて気になる点や地域の声、取り組みへの思いなどを伺う。 

  委員） 



・子どもたちの登下校時には安全・状況の把握のために毎週見守り活動を行っ 

ている。地域で子どもたちのいじめ・虐待の情報があれば、教育委員会、 

学校、相談機関への報告・連絡・相談が大切であると考え、役員会でも共通 

認識であることを確認している。この活動がいじめ等の早期発見につながる 

と考え、引き続き活動を続けていく所存である。 

 

 Ⅳ会長） 

  ・民生児童委員活動の中での思いを伺う。 

  委員） 

  ・主任児童委員は民生委員や児童委員と違い、家庭を直接訪問する権限がない 

ため、周りからの情報で動き始めるのが実態である。しかし、民生委員や児 

童委員は多くの高齢者やひとり親家庭にかかりきりにならざるを得ず、子ど 

もに関わる問題が手薄になってしまうのが現状である。また、主任児童委員 

が関わっていると思われている側面もあり、主任児童委員制度の趣旨が行き 

わたっていないと感じる中、活動の難しさを感じている。 

 

 Ⅴ委員） 

  ・中学生は２８名が不登校とのことだが、不登校生徒の在籍校にばらつきはあ 

   るのか伺う。 

事務局） 

・市内４校のうち、ほぼ３校で平均して在籍している状況である。 

 

②その他 

 特になし。 

 

５ 次回の会議開催 

予定日：平成２８年１月下旬 

 

６ 連絡事項 

次回の会議の報告内容について 

 

７ 閉会 

 

会議資料 会議次第 

                                              


